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「ＦＤの義務化」をめぐって 

 

駒澤大学ＦＤ推進委員会委員長 

学長 長谷部 八朗 

 

高等教育機関におけるＦＤ活動の黎明は、1960年代のイギリスに遡る

とされる。この言葉が日本で初めて公的に使用されたのは、それから 20

有余年経た 1991年の大学審議会答申「大学教育の改善」であったといわ

れている。この答申では、大学設置基準によって一般教育と専門教育の

区分を強制することを止め、各大学が自由にカリキュラムを編成し得る

よう提言する一方で、大学に対してさまざまな要請を行っている。その

一つが教育の教授内容や方法の改善・向上への取り組みである。 

 1998 年には同審議会から「21 世紀の大学像と今後の改革方策につい

て」と題する答申が出され、その中で、ＦＤなる用語に対する定義が施

されている。「教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的

取組みの総称」というものである。そして、かかる組織的取組みの実施

に努める旨を大学設置基準で明示すべきであると提言している。それを

受けて、当時の文部省は、同設置基準に「大学は、当該大学の授業内容

及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究の実施に努めなけれ

ばならない」(２５－３)と、ＦＤ実施の努力義務を謳っている。 

 この努力義務をさらに進め、実施を義務化したものが、2008年施行の

大学設置基準改定である。そこでは、「実施に努めなければならない」か

ら「実施するものとする」と、踏み込んだ表現になっている。いわゆる

「ＦＤの義務化」を文部科学省が制度化する方向を打ち出したわけであ

る。 

こうした経緯を経て、ＦＤが大学教育の現場に広く浸透していったこ

とは事実である。ただ、この「ＦＤの義務化」が、教員による授業内容

や方法の改善に矮小化されてはならないと思う。もとよりその目的は学

生の学習成果に還元されることにあり、そのために、学生と教員と職員

の三者がそれぞれの立場から関わり合う仕組みが必要になろう。その意

味で、本学が現在実践しているベストティーチング賞企画への学生ＦＤ

スタッフの参加、学生ＦＤスタッフと学長の意見交換会、教職員を対象

としたＦＤ研修会などにはさらなる充実を期待したい。また近年、世田

谷プラットフォームを構成する諸大学とのＦＤ研修会を通じての交流が

緒に就いたが、大学間連繋を視野に入れたＦＤ活動の推進も今後の課題

といえよう。 
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2020 年度「学生による授業アンケート」（後期）の

集計結果－学修量・学修効果の向上 

 

恒例の後期アンケートの集計結果です。『FD NEWSLETTER』

第 63 号において、村松幹二先生が「2020 年度『学生によ

る授業アンケート』（前期）の集計結果－学修量・学修効果

の向上」を報告してくださいました。そこで、前期と同様

の分析を行うこととしました。 

今回のアンケートの主な特徴は次の通りです。 

 

1．回答率が前年度と比較して高くなりました。 

2．Q2予習・Q3復習時間が前年度と比較して増加しまし

た。 

3．Q4「熱心に取り組んでいる」が前年度と比較して増

加しました。 

4．Q5欠席率が前年度と比較して減少しました。 

5．Q13「教材の見やすさ」が全体的に向上しました。 

 

以下のとおり、アンケートの概要、質問項目を見た後、

今回は 2019年度後期、2020年度前期、2020年度後期の３

半期分を並列して分析します。分析にあたっては村松幹二

先生より多大なご協力を賜りました。ありがとうございま

した。 

 

【アンケートの概要】 

実施期間：令和 2年 11月30 日～12月 12日 

（昨年度：2019年 11月 4日～23日） 

対象科目数：1,891科目（昨年度1,934科目） 

対象者数：122,268人（延べ人数）（昨年度 1,934人） 

有効回答数：55,912件（45.7%） 

（昨年度49,662件（38.2%）） 

 

【質問項目】 

Q1.どのような理由でこの授業を履修しましたか。（複数選

択可） 

・シラバスをみて授業内容に興味を持った 

・シラバス以外の情報（友人等）により、授業内容に興

味を持った 

・履修モデル（コース制等）を見て決めた 

・資格の取得 

・必修科目または選択必修科目だったから 

・時間割（曜日時限）を考慮して決めた 

・その他 

 

Q2.この授業の正規の授業時間外で予習にあてている時間

は１週間に何時間くらいですか。 

（選択肢はQ3に記載） 

 

Q3.この授業の正規の授業時間外で復習にあてている時間

は１週間に何時間くらいですか。 

（Q2・3選択肢） 

5：3時間以上～ 

4：2時間以上～3時間未満 

3：1時間以上～2時間未満 

2：1時間未満 

1：全くしていない 

 

Q4.あなたは授業に熱心に取り組んでいますか。 

（選択肢はQ18の後に記載） 

 

Q5.この授業を何回欠席しましたか。 

5：0回 

4：1～3（半期科目）、1～4（通年科目）回 

3：4～6（半期科目）、5～9（通年科目）回 

2：7～9（半期科目）、10～13（通年科目）回 

1：10（半期科目）、14（通年科目）回以上 

 

Q6.授業はほぼ定刻通りに実施（90分の授業時間、もしく

はそれに相当する学習時間の確保）されていますか。 

（選択肢はQ18の後に記載） 

 

Q7.通常通り、授業回数は確保されていますか。（補講・

YeStudy等による課題授業等含む） 

   （選択肢は Q18の後に記載） 

 

Q8.授業にはおおむねシラバスの内容が反映されています

か。（注）必ず訂正版シラバスを確認してください 

   （選択肢は Q18の後に記載） 

 

Q9.この授業の進み方はあなたにとって適切ですか。 

（選択肢はQ18の後に記載） 

 

Q10.教科書・配付資料（配信教材）等は授業内容を理解す

るうえで効果的ですか。 

5：そう思う 

4：ややそう思う 

3：どちらとも言えない 
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2：ややそう思わない 

1：そう思わない 

0：教科書・配付資料（配信教材）等がない授業 

 

 

Q11.担当教員の授業への取り組みには熱意が感じられま

すか。 

（Q18の後に記載） 

 

Q12.教員の話し方・声のボリュームは聞き取りやすいです

か。 

5：そう思う 

4：ややそう思う 

3：どちらとも言えない 

2：ややそう思わない 

1：そう思わない 

0：音声を含む配信がない授業 

 

Q13.板書や投影されたスクリーンの文字・図表等（配信教

材）は見やすいですか。 

5：そう思う 

4：ややそう思う 

3：どちらとも言えない 

2：ややそう思わない 

1：そう思わない 

0：板書・スクリーンへの投影がない授業 

 

Q14.教員は授業内容に沿った授業環境・雰囲気づくりに配

慮していますか。 

（選択肢は Q18の後に記載） 

 

Q15.教員はあなたの意見や質問に対して適切に対応して

いますか。 

5：そう思う 

4：ややそう思う 

3：どちらとも言えない 

2：ややそう思わない 

1：そう思わない 

0：あなたが当該授業において意見・質問をしたことが

ない場合 

 

Q16.この科目の授業内容についてよく理解できています

か。 

（選択肢はQ18の後に記載） 

 

Q17.授業内容に興味が持てていますか。 

（選択肢はQ18の後に記載） 

 

Q18.あなたはこの授業の到達目標を達成できると思いま

すか。 

（Q4・6～9・11・14・16～18選択肢） 

5：そう思う 

4：ややそう思う 

3：どちらとも言えない 

2：ややそう思わない 

1：そう思わない 

 

Q19.教員自由設定設問（選択） 

 

Q20.教員自由設定設問（記述） 

 

Q21.この授業のよかった点を具体的に記入してください。 

 

Q22.この授業の改善して欲しい点を具体的に記入してく

ださい。 

 

Q23.所属学部学科等 

仏教・国文・英米文・地理・日本史学・外国史学・考古学・

社会学・社会福祉学・心理・経済・商・現代応用経済・法

律 A・法律B・政治・経営・市場戦略・診療放射線技術科・

グローバル・メディア 

 

Q24.学年 

４年・３年・２年・１年・その他 

 

Q25.どのような入学試験を受けて、あなたは本学に入学し

ましたか。（１つだけ選択してください） 

一般入試・大学入試センター試験利用入試・一般推薦 

入試・自己推薦入試・スポーツ推薦入試・指定校推薦・ 

附属校推薦入試・留学生特別入試・帰国生特別入試・編入

学試験・その他の試験・回答しない 

 

※昨年の質問項目に対し、オンライン授業に対応するため

Q12に選択肢「0：音声を含む配信がない授業」を追加して

います。 
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学年別平均値 

表 1 は、アンケート質問項目（Q2～18）の学年別平均値を示したものです（学年別となっていない科目等履修生 15

名を除く）。Q10・12・13・15 において選択肢０は、質問内容に該当しないことを示しており、平均値の計算からは除

外しています。 

なお、小計の計算方法は次の通りです。 

 

小計の計算方法 ＝ （１年生平均×１年生回答者数＋２年生平均×２年生回答者数＋３年生平均×３年生回答者数 

＋４年生平均×４年生回答者数）／（全回答者数-科目等履修生数）。 

 

表 1 学年別平均値 

学年別 １年 ２年 ３年 ４年 小計 

  
2020 

後期 

2020 

前期 

2019 

後期 

2020 

後期 

2020 

前期 

2019 

後期 

2020 

後期 

2020 

前期 

2019 

後期 

2020 

後期 

2020 

前期 

2019 

後期 

2020 

後期 

2020 

前期 

2019 

後期 

Q2 平均値 1.87 1.91 1.57 1.93 1.94 1.64 1.88 1.90 1.62 2.15 2.08 1.76 1.91 1.93 1.61 

Q3 平均値 2.08 2.18 1.64 2.08 2.11 1.69 2.07 2.14 1.72 2.32 2.27 1.88 2.09 2.16 1.69 

Q4 平均値 4.22 4.24 3.95 4.21 4.21 3.96 4.18 4.19 3.90 4.15 4.21 3.94 4.21 4.22 3.94 

Q5 平均値 4.77 4.83 4.45 4.70 4.80 4.36 4.64 4.78 4.24 4.33 4.56 3.94 4.70 4.79 4.35 

Q6 平均値 4.59 4.55 4.61 4.62 4.59 4.66 4.59 4.56 4.62 4.58 4.55 4.67 4.60 4.57 4.63 

Q7 平均値 4.75 4.74 4.71 4.73 4.70 4.72 4.70 4.69 4.69 4.69 4.66 4.70 4.73 4.71 4.71 

Q8 平均値 4.63 4.59 4.61 4.64 4.60 4.64 4.61 4.58 4.61 4.61 4.59 4.65 4.63 4.59 4.62 

Q9 平均値 4.38 4.28 4.30 4.35 4.29 4.35 4.34 4.27 4.31 4.37 4.35 4.44 4.37 4.29 4.33 

Q10 平均値 4.42 4.38 4.36 4.40 4.35 4.40 4.36 4.28 4.34 4.41 4.38 4.47 4.40 4.35 4.37 

Q11 平均値 4.49 4.46 4.53 4.50 4.45 4.59 4.50 4.41 4.55 4.55 4.48 4.61 4.50 4.45 4.56 

Q12 平均値 4.51 4.48 4.46 4.48 4.41 4.53 4.46 4.37 4.49 4.47 4.43 4.57 4.49 4.43 4.49 

Q13 平均値 4.46 4.45 4.25 4.44 4.40 4.31 4.44 4.37 4.24 4.44 4.42 4.36 4.45 4.42 4.27 

Q14 平均値 4.34 4.31 4.43 4.37 4.29 4.49 4.37 4.29 4.47 4.41 4.33 4.54 4.36 4.30 4.46 

Q15 平均値 4.46 4.45 4.48 4.46 4.41 4.53 4.46 4.42 4.51 4.44 4.44 4.56 4.46 4.43 4.51 

Q16 平均値 4.07 4.03 4.05 4.13 4.11 4.09 4.13 4.05 4.03 4.15 4.20 4.16 4.10 4.07 4.07 

Q17 平均値 4.15 4.11 4.06 4.19 4.15 4.15 4.22 4.15 4.16 4.29 4.31 4.27 4.18 4.15 4.12 

Q18 平均値 4.04 3.97 4.02 4.09 4.06 4.05 4.10 4.05 4.00 4.12 4.17 4.14 4.07 4.03 4.04 

有効回答数  24,469   20,992  20,421 17,050 15,426 15,588 9,629 8,858 8,725 3,056 4,263 2,585 54,204 49,539  47,319  

  
※有効回答数は、回答選択肢に「０」がない有効回答数の最大値を記載している。ただし回答選択肢に「０」が

ある設問は集計母数が異なる。 

※回答選択肢に「０」がある設問の平均値算出には「０」の数値を除外している 

 

【昨年度からの変化】 

すでに『FD NEWSLETTER』第 63 号では 2020 年

度前期と 2019 年度前期の比較がなされました。

ここでは 2020 年度後期、2020 年度前期、2019 年

度後期を並列させて分析します。ただし、前期と

後期の比較では、科目数や有効回答数に差があり

ますので、ご留意下さい。 

お伝えしましたように、今年度前期の授業アン

ケートの結果は、2019 年度前期と比較し、回答率

と５段階評価による平均値に大きな変化が見ら

れました。後期でも同様の傾向を見せるかどうか

が最大のポイントになります。 

1．回答率の増加 

前期のアンケートは昨年度 51.4%から今年度

63.9%と大幅に増加しました。後期は前期ほど回

答率が高まらない傾向にあります。しかしながら、

昨年度後期の回答率が 38.2％だったのに対し、本

年度後期が 45.7％に高まりました。後期は少人数

の授業については対面授業が行われましたが、大

人数の授業ではオンライン授業でした。LMS を当

然のように使用する状況が回答率を高めたのか

もしれません。 
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2．予習・復習時間の増加 

2020年度後期の Q2予習時間と Q3復習時間の平

均値を見ます。厳密に何時間何分と分析できない

ものの、平均値を見ることで全体的な傾向を見て

みます。2020 年度前期と比較すると、４年生以外

では予習・復習時間がやや減少しているように見

られます。しかし昨年度後期と比較すると、平均

値が高くなっています。 

このように、①2019 年度後期と比較すると伸び

ているが、②2020 年前期と比較するとほぼ同じ、

やや減っているという点が次のことにも言えま

す。 

Q4「熱心に取り組んでいる」と Q5「欠席率」の

小計の平均値が、前年度後期と比較してそれぞれ

0.3 程度上昇しました。このことから、Q4 から熱

心に取り組んでいる傾向の高まり、Q5 から欠席回

数が全体的に少なくなった傾向が 2020 年度後期

の特徴ということになりそうです。数値としてみ

れば、前期と比較して 0.1の差もありませんので、

年度内の変化はほぼないとみられます。オンライ

ン授業や自宅学習での影響がこれらに反映され

ていることは、ほぼ間違いないようです。 

 

3．授業の質に関する項目 

前期のアンケート分析では、「２年生以上のア

ンケート結果に注目すると、Q6～15 の授業の質

に関する項目の多くの値が低下しており、これら

は、今後のオンライン授業の改善に向けて、考慮

すべき項目であるといえるでしょう。」という問

題提起がなされました。 

 絶対値としての差は、１年生の Q9 を除いて、

0.1 もないほどですが、2020 年前期比で Q6～15

で平均値がマイナスになったものはありません。

この点は注目すべきことで、すべてが初めてのこ

とで右往左往した 2020 年度前期から、同後期に

改善がみられたということを意味します。 

特に、Q13 の「板書や投影されたスクリーンの

文字・図表等（配信教材）は見やすいですか」に

ついては、2019 年度後期と比較しても 2020 年度

前期と比較しても、すべての学年でマイナスにな

ったものはありません。つまり、オンライン授業

かどうかにかかわらず、改善が進んだ項目として

注目すべきでしょう。 

ただ、Q13 以外でこのような傾向を示している

ものはありません。４年生に顕著ですが、前年度

後期と比較すればプラスとなった質問項目は少

ないです。今後どのように改善していくかを検討

する余地があるでしょう。全体として、本当に満

足いく結果かどうかはさておき、後期になってオ

ンライン授業の改善のきっかけをつかんだケー

スが増えたといえるのではないでしょうか。 

前期アンケートでは特徴として挙げられた Q17

「授業内容への興味」については、このスパンで

は大きな変動が見られません。しかしながら、４

年生を除いて、2019 年度後期、2020 年度前期、

2020 年度後期の順に微増傾向がみられます。コロ

ナ禍にかかわらず、ここ数年において着実に数値

を高めてきたことも、記しておく必要があるでし

ょう。 

 

【予習・復習時間と学修効果】 

ここでは、前期アンケートの分析同様、予習・

復習時間と学修効果の関係についてのクロス集

計の結果を紹介します。前回は特に復習時間から

の分析が行われましたので、今回は予習時間と復

習時間を並列して紹介します。授業理解について

は、図 1 において予習時間、図 2 において復習時

間と組み合わせております。同様に、興味と予習

時間を図 3、復習時間を図 4 にて表示しました。      

目標達成と予習時間を図 5、復習時間を図 6 に

て表示しました。後期も前期の結果同様、予習時

間も復習時間も長くとれば授業理解・興味・目標

達成について「5：そう思う」というポジティブ

な回答をする割合が高くなる傾向が全体的にあ

ります。そして、予習時間・復習時間に２時間以

上かけると「1：そう思わない」を回答する割合

が高まるという傾向が、今回も見られました。 

考えられる一つの可能性は、学習に最適な予

習・復習時間があるというものです。その最適な

時間までは予習・復習に時間をかければかけるほ

ど、授業理解・興味・目標達成の程度が高まりま

す。その時間を超過して予習・復習に時間をかけ

るとついてこられない層が発生するというもの

です。そうであれば、過大な予習・復習の指示は
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逆効果ということになります。 

もう一つの可能性は、授業の内容に十分につい

ていくことができず、予習や復習に時間をかけて

も理解もできないし、興味もわかず、そのため目

標達成ができない層が増える、というものです。  

この場合は予習・復習も含めて授業全体を考える

必要があるでしょう。 

全体的な傾向としては、予習・復習時間と学修

効果にはポジティブな傾向が見られますので、予

習・復習時間の確保が大きな問題になります。し

かし、学生一人ひとりを大事にするという観点か

らすれば、より効率的な予習や復習の在り方を模

索することを考える余地があるのかもしれませ

ん。 

 

図 1 予習時間×授業理解 

 

 

図 2 復習時間×授業理解 
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図 3 予習時間×興味 

 

 

 

 

図 4 復習時間×興味 
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図 5 予習時間×目標達成 

 

 

 

 

 

図 6 復習時間×目標達成 

 

 

 

最後になりましたが、アンケートへのご協力に

感謝申し上げます。それ以上に、大変な中で授業

を受けた学生の皆さん、授業を展開された先生方、

それらを支えてくれた職員の皆さん、本当にあり

がとうございました。大変な日々にもかかわらず

ご尽力くださった皆さんのご苦労が数値にあら

われたと考えております。どうもありがとうござ

いました。 

（小野瀬 拡） 
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「2020年度における学生ＦＤスタッフの活動」 

 

総合教育研究部教授 内藤 寿子 

 

「学生が選ぶベスト・ティーチング賞（以下、ＢＴＡ）」

は、2020年度で第５回をむかえた。ＢＴＡは、学生の眼

から見て、効果的な教育方法を実践している教員を表彰

し、その教育方法を全学的に共有することで、駒澤大学

全体の教育の質を向上させることを目的とした活動で

ある。学生ＦＤスタッフとＦＤ推進委員会に携わる教職

員が協力して実施しているという点においても、今後の

発展が期待されるＦＤ活動のひとつだといえよう。今回

は、次年度への引継ぎも兼ねて、2020年度における学生

ＦＤスタッフの活動についてまとめておきたい。 

コロナ禍ということもあり、2020年度は、新規の学生

ＦＤスタッフの募集を大々的におこなうことはできな

かった。だが、「駒澤大学をよりよくしたい」という思

いを抱いた学生たちからのエントリーが数件あり、８月

末から本格的に学生ＦＤスタッフの活動を始めること

ができた。 

まず取り組んだことは、授業アンケートやＢＴＡ、学

生ＦＤスタッフに関する広報資料を作成することであ

る。対面での話し合いは叶わなかったが、Google Meet

を使用して週 1回オンライン会議を開催し、またスラッ

クや Google ドライブで情報共有をしながら、それぞれ

が自らの作業を進めていくという形式を取ることにな

った。今年度に関していえば、チラシなどの広報資料を

作成・発信するにあたり、個人作業の割合が大きかった

といえるが、教務部教育支援係・学生スタッフ担当者か

らの心を尽くした支援もあり、学生ＦＤスタッフそれぞ

れが個性を発揮できる活動になったと思われる。 

2020年度の学生ＦＤスタッフの活動は、ＢＴＡ受賞者

へのインタビューや履修者からのコメントを掲載した

「ＢＴＡパンフレット」の完成をもって一段落となる。

このパンフレットには、学生ＦＤスタッフが作成した

様々な広報資料も掲載されている。ぜひ、手に取り、「駒

澤大学をよりよくしたい」という学生たちの声に耳を傾

けていただきたい。 

ＦＤ推進委員会の一員として、数カ月間、わたくしも

学生ＦＤスタッフと一緒に活動してきたのだが、その過

程で最も印象的だったことは、学生ＦＤスタッフひとり

ひとりが持つ可能性の大きさ―魅力的な動画を作り上

げる技術、色彩豊かなチラシを制作する手腕、的確に議

事録をまとめる能力、状況の変化に対応できるフットワ 

ーク、労をいとわず準備に取り組む責任感など―であっ

た。また、経験を持つ学生が他の学生のフォローをする

など、学生ＦＤスタッフの活動それ自体が、「主体的な

学び」を生み出していた。オンライン会議の場でも、常

に、前年度の反省を出発点に今年度の活動が話し合われ、

自然な形でＰＤＣＡサイクルの取り組みが実践されて

いたといえる。このような軌跡をもとに考えれば、学生

ＦＤスタッフの活動を、一種の「キャリア教育」として

意味付けることもできよう。 

最後に、今後の課題について、ひと言付け加えておき

たい。ＢＴＡの投票が後期におこなわれるということも

あり、学生ＦＤスタッフの実働期間は、現状では６か月

程度だ。次年度以降の活動の充実を図るためには、学生

ＦＤスタッフが通年で取り組むことのできる企画など

を立案していく必要があると思われる。本学には、ＫＰ

Ｓ（Komazawa Promote Staff：オープンキャンパスなど

に協力する学生スタッフ）、ピアサポーター（障がい学

生支援スタッフ）、ＰＡＯＰＡＬ（総合情報センター学

生サポート組織）など、学生生活や教学にかかわる学生

団体が存在する。まずは手始めに、これらの団体と学生

ＦＤスタッフとの連携や協働について、検討することも

できるのではないだろうか。駒澤大学に集う学生たちの

可能性をさらに引き出すＦＤ活動が、今後も継続されて

いくことを切に願ってやまない。 

 

 

 

 

【学生ＦＤスタッフ作成の広報チラシ】 

 

 

連載企画：よりよい教育のために 
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令和２年度第２回ＦＤ研修会報告 

  

今年度第２回駒澤大学ＦＤ研修会が、令和 3 年 2 月

18日（木）午後 4時より、Google Meetを用いたオンラ

イン形式によって、駒澤大学ＦＤ推進委員会主催、世田

谷プラットフォーム後援として開催された。講師として、

第 5回「学生が選ぶベスト・ティーチング賞（以下「Ｂ

ＴＡ」）」受賞者のうち、全学共通科目・専門教育科目そ

れぞれの投票数上位であった小野洋平先生（文学部）、

富樫景子先生（法学部）にご登壇頂いた。 

コロナ禍という特殊な状況の中、駒澤大学の今年度の

授業の多くはオンライン授業（遠隔授業）を基本として

行われた。オンライン授業の形態は主としてライブ配信

形式、オンデマンド形式、資料配信形式に大別されるが、

両先生の授業はオンデマンド形式を主としたとのこと

である。学生と直接対面できないという未曽有の状況下

において、ＢＴＡに選ばれた両先生はどのような工夫を

施し学生の学修意欲を高めたか、そこにはどのような苦

労があったのかなど非常に注目される研修会となった。 

本会では、はじめに長谷部八朗学長よりご挨拶頂いた

のち、第１部では、講師の先生方から授業での工夫や取

り組みをそれぞれご講演頂いた。第２部では、小野瀬拡

先生（経営学部）を司会として座談会形式での交流が行

われ、最後に佐々木真先生（文学部・ＦＤ推進委員会小

委員会委員長）から総括の発言があり閉会した。参加者

は学外者（世田谷プラットフォーム協定校参加者）を含

め 121名であり、気軽に参加できるというオンライン形

式での開催のメリットが再認識された。 

小野先生のＢＴＡ受賞講義は心理学、２クラス合計

550名程の受講者を抱える大規模講義。講演ではその授

業設計や、高度な IT技術を駆使した様々な工夫（Google

スライド、Googleフォーム、Amazon Polly、大福帳.js

等）を中心にご紹介いただいた。３つの授業内容から１

つ学生に選択させ受講させる Googleフォームの活用方

法等、授業準備や学生へのフィードバックに相当な時間

と努力を掛けられていることが垣間見えるご講演であ

った。 

富樫先生のＢＴＡ受賞講義は刑法総論、こちらも履修

者 300名程の大規模講義。講演では自ら「オンライン授

業初心者教員による授業実践例」と題され、オンデマン

ド形式で学生の興味や注意力を持続させる工夫などを

ご紹介頂いた。授業動画は注意力持続等のため 15分ほ

どに分割して配信する、文字の大きさはスマホ視認を考

慮し 40pt以上にする、熱意や楽しい工夫が学生の受講

姿勢に大きく影響する等、すぐにでも実践できる工夫が

盛りだくさんであった。 

両先生の講義は技術的には対照的とも言えるもので

あったが、両者に共通して言えることは、リアクション

ペーパーやアンケート等を用いて真摯に学生の意見に

耳を傾け、それを学生に見える形で授業期間内に授業改

善に反映させていることである。ありきたりではあるが、

教員が学生のためを考えて緻密な授業設計をし、そして

それを不断に改善していくことが重要だということを

再認識した研修会であった。 

なお、本研修会の映像は大学 HPに本年７月末まで掲

載される予定であり、是非ご覧頂きたい。 

最後に講師の小野先生、富樫先生、及び名司会にて第

２部を盛り上げた小野瀬先生に感謝申し上げます。 

 

（大澤 邦由） 
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オンライン授業による体調不良の改善について 

 

総合教育研究部准教授 瀧本 誠 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で多くの

授業がオンライン開催となりました。その影響で学生・

教員の皆さんの中には体調を崩す方も多くいたのでは

ないでしょうか。ある大学の授業に関するデータを閲覧

するとオンライン授業による身体的不調と精神的不調

が挙げられていました。 

身体的不調では同じ体勢（座った姿勢）を長時間保っ

て起こる腰痛や背筋痛、端末画面を長時間見ていること

で起こる眼精疲労、イヤフォンやヘッドフォンを長時間

身につけることで起こる頭痛や耳鳴りなどが挙げられ

ます。 

精神的不調では長期間の自粛生活の影響による精神

的なストレスを感じることでした。  

私も授業やその他の仕事をパソコンですることが大

幅に増えました。パソコンに向かうと体勢が前傾姿勢と

なり、背中が丸くなっていました。そんな時に背中の痛

み（背筋痛）を感じ始めました。最初は我慢をしていま

したが、後に大きな問題（慢性的な疾患）になり兼ねな

いと思い、「何か解決方法はないか」と色々と調べてみ

ました。 

そこで今回、スポーツ・健康科学部門の教員である私

が実践しているもので、心も体もリフレッシュし、不調

を解消できる、自宅にあるものを使った簡単ストレッチ

をご紹介します。 

 

今回使用するのはどの家にもあるバスタオルです。こ

のバスタオルを使った簡単な背伸びストレッチを行い

ます。 

 

①バスタオルをクルクル巻いて筒状にします。 

②そのバスタオルを背中から腰まで順に当て、背伸び

をしながら大きく背中、腰をアーチ状に伸ばしまし

ょう。（枕や座布団などでも代用できます） 

 

 

 

 

 

 

1.丸めたタオルを背中の肩甲骨あたりに当て、背中

がアーチ状になるように背伸びをする。 

 
 

2.丸めたタオルを腰あたりに当て、背中がアーチ状

になるように背伸びをする。 

 
 

3.丸めたタオルを臀部あたりに当て、背中がアーチ

状になるように背伸びをする。 

   

 

「背伸び」は気持ちよく思い切り体を伸ばすだけで姿

勢がリセットされて整います。まずは寝起き時にベッド

や布団から出る前に思い切り背伸びをしてみてくださ

い。 

丸まっている体をまっすぐ伸ばすイメージで背伸び

をして、体に目覚めの合図を送りましょう。眠っている

間は副交感神経が優位になっていますが、日中活動する

ときは交感神経が優位になります。背伸びによって、そ

のスイッチの切り替えがスムーズになります。その後の

日中の活動にも違いが出ると思います。 

今後のオンラインなど、自宅での授業受講に関する注

FD NEWSLETTER 

特別寄稿 
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意です。 

椅子に座る姿勢は、立位の 1.4倍ほど腰椎に負担がか

かるので腰痛にも注意が必要です。血流にも影響します。

同じ姿勢でいないことが大切ですので、背伸び以外にも

立って部屋の中を歩く、踵上げ、座位ストレッチ、腕振

りなどを行いましょう。 

「ストレスは人生のスパイスである」これはストレス

学説を唱えたハンス・セリエという学者の言葉です。ス

トレスといっても全てが有害なわけではなく、適度なス

トレスは心を引き締めて仕事や勉強の効率を上げ、心地

よい興奮や緊張を与えてくれます。 

しかし、その興奮や緊張が度を超してしまうと心や体

が適応しきれなくなり（過剰反応）、心身にダメージを

与えます。 

感染症以外でもストレス社会を生きる私たちにとっ

て、自分に過剰なストレスが掛かっていることに早く気

づくこと、そして自分に合うリラクゼーション法などの

ストレス対処法を見つけて実践することは強い武器と

なります。リラクゼーション法には、呼吸法や自律訓練

法など様々な方法がありますが、中でもストレッチは特

別な器具や道具を用いることなく、場所や時間も取らず

に手軽に行えます。 

授業や仕事の合間や休憩などの“隙間時間”を使った

エクササイズや、手軽にできるツボ押し、日常生活の中

で運動量を確保する方法など、隙間時間のこまめなセル

フケアで、毎日を健康・快適に過ごしましょう！ 

 

※これらの症状は個人差もありますが、不活動、姿勢

の悪さなどに起因する場合もあります。またその他の疾

病の可能性もありますので、不調が続く場合は医師の指

示を仰いでください 

 

令和３年度新規採用教員オリエンテーション開催の

お知らせ 

 

新規採用の専任教員及び非常勤講師を対象にした「令

和３年度新規採用教員オリエンテーション」を、令和 3

年 4月1日（木）に 3号館（種月館）3-207にて開催い

たします。 

オリエンテーションを開催する目的は、本学の建学の

理念、教育目的を理解いただき、授業に臨んでいただく

こと、本学の様々な施設や事務手続きをお知らせし、授

業を円滑に進めていただきたいこと、そして実際の授業

運営にあたって、個人情報保護やハラスメント防止に留

意していただきたいこと等をお伝えすることにありま

す。 

 

 

 

『FD NEWSLETTER』第65号をお届けします。 

巻頭言は長谷部八朗学長、連載企画「よりよい教育の

ために」を総合教育研究部・内藤寿子教授、本年度後期

授業アンケートの分析結果を経営学部・小野瀬拡教授、

第２回ＦＤ研修会を仏教学部・大澤邦由講師、特別寄稿

「オンライン授業による体調不良の改善について」を総

合教育研究部・瀧本が担当しました。 

各先生方にお忙しい中、ご執筆いただきました。心よ

り感謝申し上げます。 

 今年度は新型コロナウイルスの影響により、授業の開

催が大きく変更されました。前期授業は４週遅れてのス

タートとなり、全授業でオンラインでの開講。後期も一

部を除き、前期同様オンラインでの開講となりました。 

学生は通常授業とは異なり自室での受講ということ

もあった為、多くのところで問題がありました。インタ

ーネットの通信環境の問題、自粛生活の中での体調不良

や運動不足、人とのコミュニケーション不足など様々あ

りました。 

教員にとってもオンライン授業になったことで今ま

でとは違った、授業展開をすることになりました。今回

ベストティーチング賞を受賞されたお二人の先生（文学

部・小野洋平非常勤講師、法学部・冨樫景子講師）が学

生を飽きさせない、素晴らしい工夫をしながら授業をさ

れていることを知りました。第２回ＦＤ研修会を拝聴し、

自分が担当する授業は違う分野ですが、是非参考にさせ

て頂きたいと感じました。 

2021年度は対面授業が全学的に再開されます。感染予

防をしながらの少し制限のあるなかで行われるかと思

いますが、今年度の経験を生かしながらの新たな授業デ

ザインをしていければと思います。 

今後もＦＤ活動にご協力の程、宜しくお願い申し上げ

ます。 

（小野瀬拡・瀧本誠・大澤邦由） 

【タイトル横の写真は、2020年度BTA受賞者】 
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